
指導者用ガイド
自立イニシアチブに向けて



はじめに

ステークおよびワードの指導者へ

多くの教会員は，自立の度合いをさらに高めることができます。
「自立とは，自分自身と家族の生活における霊的・物質的な必要
を 満 たす 能 力であり，決 意であり，努力であ る。」（『手 引き　 
第 2 部　教会の管理運営』6.1.1）貧しい人々や助けの必要な
人々を世話することは，神が定められた，教会の 4 つの責任の
うちの一つです（『手引き』2.2）。この指導者用ガイドは，自
分や周りの人々が霊的・物質的な自立の度合いを高めるうえで
助けとなる，教義的な原則を実践するのに役立つものです。

数分時間を取り，次ページの大管長会からのメッセージに目を
通してください。あなたのステーク（または地方部）やワード

（または支部）の会員が自立することを通して受けられる，約束
された祝福について学びましょう。
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大管長会からの 
メッセージ

兄弟姉妹の皆さん，

主は「わたしが意図しているのは，聖徒たちに必要なものを与
えることである」と宣言しておられます（教義と聖約 104：
15）。この啓示は，主からの約束です。主は，物質的な祝福を
与え，自立の扉を開いてくださると約束しておられます。自立
とは，わたしたちが自分と家族の生活に必要なものを自分で満
たす能力のことです。

冊子『わたしの礎』は，教会員が，信仰，教育，勤勉，主への信
頼という原則を学び，実践するのを助けるために用意されまし
た。これらの原則を受け入れ従うならば，皆さんはさらに主が
約束しておられる物質的な祝福を受けることができるようにな
ります。

わたしたちは皆さんにお勧めします。どうぞ，これらの原則を
熱心に学び，応用し，皆さんの家族に教えてください。そうす
るならば，皆さんの生活は祝福されることでしょう。自立の度
合いを高めるために行動する方法を学ぶことでしょう。皆さん
は祝福され，大きな希望と平安と進歩を得るでしょう。

どうか，自分が天の御父の子供であることを確信してください。
御父は皆さんを愛しておられます。皆さんを決してお見捨てに
なりません。御父は皆さんを御存じです。そして，自立という
霊的・物質的な祝福を差し出す用意をしておられます。

				    　心を込めて，

				    　　大管長会

わたしの礎
自立へ向けて
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自立イニシアチブ

「自立は労働の所産であ
り，福祉のあらゆる習慣
の基礎となるものです。
……『わたしたちの必要
のために働こうではあり
ませんか。自立し，独立
しようではありません
か。 ……この原 則 によ
らなければ，救いは得ら
れないのです。』」

トーマス・S・モンソン（マ
リオン・G・ロムニーの説
教からの引用）「個人と家族
の福祉に関する指導原則」
『聖徒の道』1987年 2月
号，3参照

自立の教義と原則

「自立」は次のように定義されています。「自立とは，自分自身
と家族の生活における霊的・物質的な必要を満たす能力であ
り，決意であり，努力である。会員が自立するとき，さらによく
人々に奉仕し，助けを与えることができる。」（『手引き　第 2
部』6.1.1）以下に挙げる，3 つの鍵となる教えは，自立した生
活を送る方法を理解するうえで助けとなります。

1 つ目に，自立は救いの計画において不可欠な戒めです。スペ
ンサー・W・キンボール大管長はこう教えています。「教会と
その会員は，自立し，独立するように主から命じられています

（教義と聖約 78：13 －14 参照）。それぞれの人の社会的，情
緒的，霊的，肉体的，および経済的な幸福に対する責任は，第 1
にその人自身に，第 2 にその人の家族に，そして第 3 に，もし
その人が忠実な教会員であるならば，教会にあります。」（『歴
代大管長の教え—スペンサー・W・キンボール』116）

2 つ目に，神は御自分の義にかなった子供たちが自立するた
めの道を備えることがおできになるということです。「万物は
わたしのものであるから，わたしが意図しているのは，聖徒た
ちに 必 要なものを与えることである。」（教義と聖 約 104：
15）

3 つ目に，物質的な懸案事項を含め，神にとってはすべてが霊
にかかわるものであるということです（教義と聖約 29：34
参照）。さらに完全に，福音に沿った生活をすると決意するな
ら，物 質 的にも 霊 的にもさらに自立 することが で きます。
ディーター・F・ウークトドルフ管長はこう教えています。「神
と隣人を愛するという二つの大切な戒めは，物質的なことと霊
的なことが結合したものです。……硬貨の表と裏のように，物
質的なことと霊的なことは切り離せません。」（「主の道にかな
いて助けをなす」『リアホナ』2011 年 11月号，53）

わたしたちがさらに自立するうえで助けとなる福音の原則とし
て，天の御父とイエス・キリストに対する信仰を増し加える，さら
に従順になる，自分の過ちを悔い改める，選択の自由を義にか
なった方法で行使する，人々に奉仕するなどが挙げられます。詳
しくは，『わたしの礎 —自立へ向けて』を参照してください。
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自立イニシアチブは神権指導者によって導かれる

シオンのステークは，そこにとどまるすべての者を守る避け所
です。ステークの目的は，「防御のためとなり，また嵐と激しい
怒りが全地にありのままに注がれるときに，その避け所となる
ためである。」（教義と聖約 115：6）ステークは教会員が互い
に奉仕し，強め合い，一致し，神権の儀式や福音の教えを受け
るための集合場所です（『手引き　第 1 部』序文）。

主は神権指導者にこう語られました。「……その鍵をわたしが
あなたがたに授けたのは，……奉仕の業とわたしの聖徒たちの
完成のためである。」（教義と聖約 124：143）ディーター・F・
ウークトドルフ管長はこう教えています。「自立するための主
の方法には，教育，健康，職業，家計管理，霊的な力など，生活
の様々な側面がバランスよく含まれています。……つまりたい
ていの場合，その方法を自分で見いだしていかなければならな
いということです。どの家族も，どの会衆も，世界のどの地域
も，皆それぞれ異なっています。」（「主の道にかないて助けをな
す」『リアホナ』2011 年 11月号，55）

自立イニシアチブは，ステーク会長やビショップが，貧しい人々
や助けの必要な人々を世話するという神聖な責任に役立てる
ことのできるツールです。

ステーク自立支援委員会

ステーク内の自立の必要を理解し，それに対応するため，ス
テーク会長会はステーク評議会の一部として，ステーク自立支
援委員会を組織することができます。ステーク自立支援委員
会では，ステーク会長会の一員が議長を務めます。定期的に
会合を開き，ステーク内の自立に関する必要を確認し，それを
満たす計画を立てるものです。ステーク自立支援委員会は，そ
のような必要を見極め，満たすうえで，ビショップの福祉評議
会と協力して働くように奨励されています。

ステーク自立支援委員会の参加者には，通常，ステーク高等評
議会の一員，ステーク扶助協会会長会の一員，ビショップ福祉
評議会の議長，また召されているすべてのステーク自立支援ス
ペシャリストが含まれます。任意で，ステークの若い男性およ
び若い女性の会長会の一員，そのほかのステークスペシャリス
ト，宣教師も参加することができます。

「教会員の必要を満たす
ために，何ら新しい組織
は 必要としない。ただ
神権を完全に働かせる
だけでよい。」

ハロルド・B・リー「ハロル
ド・B・リー　偉大な教師」
『リアホナ』2002 年 2月
号，39
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「末日聖徒の教えの基本
は，この世で物質的な救
いと繁栄と幸福をもた
らすことのできない 宗
教が，来世において霊的
な救いをもたらし，人々
を昇栄させることができ
るとは考えられないと
いうことです。」

ジョセフ・F・スミス大管長
『歴代大管長の教え—
ジョセフ・F・スミス』
164

自立支援委員会の役割

ステーク内の個人や家族の必要を確認し，それを満たす計画を
立てる際，同委員会は以下について検討します。
⃝	 自立の教義についてビショップやワード評議会に教え，彼ら

の働きを支援する
⃝	 ビショップを支援し，ステークの自立に関する必要を満たす

ための簡潔な計画を立てる（9 ページの「委員会が検討すべ
き質問事項」参照）

⃝	 自立ワークショップを開催し，自立グループを組織する
⃝	 必要に応じ，進行役に対して継続的な訓練を実施する
⃝	 定期的に自立グループ集会を訪問し，ビショップやワード評

議会に会員の進歩状況について報告する
⃝	 地域や教会が提供する地元のリソースに関する情報を集め，

伝える（リソースには，支援を提供できる人々の名前，政府の
プログラム，雇用の機会などが含まれる。地元の自立支援
サービスマネージャーもまた，地元のリソースに関する情報
を集め，共有することについて助言できる）

　自立に関する会員の必要を理解する

リソースに関する
情報を集め， 
伝達する

そのほかの 
支援を提供する 自立支援委員会の役割

定期的に自立グループを 
開催する
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「神の御心は，わたした
ちが物質的にも霊的に
も潜在能力を開花させ
て自由な男女となり，貧
困という屈辱的な足かせ
や罪の束縛から自由にな
り，自尊心と自立を満喫
し，神の日の栄えの王国
に入って神に会うすべて
の備えをすることです。」

D・トッド・クリストファ  
ーソン「とこしえに自由と
なり，思いのままに行動す
ることができ」『リアホナ』
2014 年11月号，19

ステーク自立支援スペシャリスト

一人の姉妹または兄弟，あるいは夫婦が，ステーク（または地
方部）の自立支援スペシャリストとして奉仕することができま
す。スペシャリストは委員会の構成員と協力し，ステーク内の
自立支援に関する運営や活動を監督します。ステークスペシャ
リストは，ビショップやそのほかのワード指導者の助け手とし
て働き（『手引き　第 2 部』6.3.3），教育，訓練，家族の財政
管理，また対象となる地域においては，永代教育基金などにま
つわる必要について会員を支援することができます（『手引き　
第 2 部』6.2.5）。ビショップは必要に応じてワード（または
支部）の自立支援スペシャリストを召すこともできます。

以下は，スペシャリストの責任として挙げられる事項です。
⃝	 要望があった場合，ビショップおよびワード評議会を訓練し，

補佐する
⃝	 ステーク自立支援委員会と協力し，ワークショップを企画し

たり，グループを組織したりする
⃝	 冊子『グループの進行役を務める—自立に向けて』（オンラ

インにて，ldschurch.jp/srs から入手可能）を活用し，自
立グループの進行役に訓練を実施する

⃝	 定期的に自立グループを見学し，支援する
⃝	 会員が利用可能な，地域や教会のリソースに関する情報を 

共有する
⃝	 srs.lds.org/report にアクセスし，報告書を完成させる

会員が自立に向けて学び，行動する方法

ビショップリックやワード評議会が祈りによって，チャレンジを
抱えており，さらに自立することによって祝福を受けられると
思われる人々について，まず検討することから始められます。
理想的には，ワークショップ（開催されていれば ）や自立グ
ループに参加するよう各個人を招きます。そのほか，自分の時
間や才能を使って人々を強められる人を招くことも検討します

（教義と聖約 82：18 －19 参照）。
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自立グループは，ゴード
ン・B・ヒンクレー大管
長が語った，すべての改
宗者に必要な 3 つのこ
とを満たします。「友人
と 責 任と『神 の 善 い 言
葉』（モロナイ 6：4）に
よる養い」です。

ゴードン・B・ヒンクレー 
大管長「改宗者と若い男性
について」『聖徒の道』
1997年 7月号，56。 
モロナイ6：3－9も参照

会員は自立グループとして集まる

救い主は「一つのことについて二人または三人がわたしの名に
よって集まっている所には，見よ，わたしもその中にいる」（教
義と聖約 6：32）と教えられました。自立グループは小規模
の，実践的な訓練を行う評議会です。参加者一人一人のスキル
や信仰を増し加えるために，皆が集まります。グループ集会で
は，様々な方法によって個人の啓示を受けられます。テキスト
のほかに，すべての参加者には，知識，経験，賜物など，人の学
びと成長の助けとなるものが備わっています。

グループは通常，8 －12 人から成り，最長で 12 週間，毎週 2
時間程集まります。

グループの仕組み

教義・ライフスキルの両方が教えられる

参加者は各グループ集会で，儀式の重要性を含め，自立の教義
的な原則を復習します。また，個人の財政を管理する，より良
い仕事を見つける，より高い教育を受ける，小さな事業を始め
て展開するなど，実践的なスキルも学びます。

グループで決意し，進捗を報告する

各グループ集会のはじめに，各自が前の週の決意について進捗
を報告します。参加者はともに評議し，障害となる事柄を見極
め，克服するのです。
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「わたしたちが評議する
ことにより，互いに心か
ら評議することにより，
主の方法で問題の解決
を 求 め る な ら，家 族，
ワード，ステークの中に
解決できない問題など
ありません。」

M. RUSSELL BALLARD, 
Counseling with Our 
Councils, rev. ed. 
(2012), 4

グループに参加すべき人

以下の状況にある会員
にとっては，参加するこ
とが 助 けとなるでしょ
う。すなわち，断食献金
から支援を受けている
人，失業中または自分の
技能に見合った仕事に
就いていない人，帰還し
たばかりの宣教師，最近
の改宗者，あまり活発で
ない会員，一人で子育て
している人などです。

参加者は学んだことを家族に共有する

学習の大部分はグループ集会以外の場所で行われます。参加
者は新しいスキルを実践して決意を守るのです。参加者は，学
んだことを家族に分かち合うよう奨励されます。

参加者は「アクションパートナー」として強め合う

参加者は毎週，グループの参加者の一人をサポートし，強める
ように求められます。これらの「アクションパートナー」は定期
的に連絡を取り合い，励まし合うことで，決意を守ることがで
きるよう助け合います。

進行役が毎週のグループ集会を導く

自立グループは，教師ではなく進行役によって導かれます。進
行役はレッスンを教えるのではなく，コースの教材に沿って話
し合いを進め，グループの皆の参加を促します。進行役は， 

〔双方向の話し合いを通じて〕聖霊が参加者に「なすべきこと
をすべて」お教えになることのできる環境を生み出すために召
されています（2 ニーファイ 32：3，5 参照）。

継続的な進歩

必要に応じて，ステークスペシャリスト，ボランティア，ホーム
ティーチャー，家庭訪問教師を割り当て，各参加者に電話をか
けたり，直接会ったりしてフォローアップを行い，助言すること
ができます。ステーク自立支援委員会は，参加者が続けて友
情を育み，経験を分かち合い，『わたしの礎 —自立へ向けて』
の原則を復習することができるように，自立グループ卒業生の
集まりを定期的に開くことができます。
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リソース

教会職員およびボランティアによる支援

教会は各地域において，自立支援の取り組みを補佐する職員を
雇用しています。これには，自立支援サービスマネージャーや
そのほかの職員が含まれます。そのような職員や専任のシニ
ア宣教師は，ステーク自立支援委員会がワークショップや自立
グループを組織できるよう，訓練の実施を助けることができま
す。また，委員会が地元や教会におけるリソースを見つけ，共
有するのを助けることもできます。

テキスト

自立に関するテキストは，インターネットを通じて福音ライブ
ラリーや srs.lds.org で入手することができます。印刷版は，
store.lds.orgや教会配送センターにて注文可能です。

テキスト 使用目的 アイテム番号
（注文用の情報）

自立への道 自立ワークショップ 14068000

わたしの礎 — 
自立へ向けて

霊的な原則と 
スキル

14067000
（注 — 各グループの 

 ワークブックにも掲載）

始める，育てる， 
わたしのビジネス

グループの 
ワークブック 14678000

より良い仕事を 
見つける

グループの 
ワークブック 14072000

より良い職に 
就くための教育

グループの 
ワークブック 14066000

個人の財政管理 グループの 
ワークブック 14863000

グループの進行役を
務める 進行役の訓練 オンラインのみ

「自立してい なけ れば，
わたしたちが持って生ま
れた奉仕への願いを実
行することはできませ
ん。何も持っていなけれ
ば，どうして与えること
ができるでしょうか。食
糧棚が空では飢えた人
に食物を施すことはでき
ません。財布が空では
お金に困っている人を援
助することはできませ
ん。心が飢え渇いてい
ては，人を理解し支える
ことはできません。学ん
でいなければ，教えるこ
とはできません。そして
何よりも大切なことは，
霊的に弱くては，霊的な
導きを与えることはでき
ないということです。」

マリオン・G・ロムニー「日
の栄えに至る自立の本質」
『聖徒の道』1983 年1月
号，169
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自立ワークショップ

通常，会員はワークショップへの参加をきっかけに自立への道
を歩み始めます。冊子『自立への道』は，話し合いを進めるの
に役立ちます。

訓練ビデオと成功談

訓練資料および成功談のビデオは，オンラインで srs.lds.org/
videos から入手可能です。

自立リソースセンター

ステークは，自立グループでは満たせないそのほかの必要を満
たすために，自立リソースセンターを設置することができます。
例えば，家族歴史センターとスペースを共有し，会員を助ける
ためのコンピューターを設置して「センター」を設けることもで
きます。地元で活用できる機会やオンラインのリソースと会員
をつなぐ努力も，「センター」と呼ぶことができるでしょう。物
理的な場所としてセンターを設置する場合，各ステークはセン
ターを開館する頻度や人員配置について検討します。

委員会が検討すべき質問事項
⃝	 わたしたちの地域において，個人や家族は自立に関するどの

ような必要を抱えているだろうか
⃝	 ビショップ，定員会，扶助協会が貧しい人々や助けの必要な

人々を世話する働きを，どのように支援することができるだろ
うか

⃝	 ビショップやワード評議会が人々を特定し，自立支援活動に
参加するよう招くうえで，どのように助けられるだろうか

⃝	 自立グループの開催中，また終了後，参加者を助けるために何
ができるだろうか

⃝	 自立グループに出席したり，最後まで受講することができな
い人々を，どのようにして助けられるだろうか

⃝	 わたしたちの地域に住む会員の才能，スキル，専門知識をより
よく活用するには，どうすればよいだろうか

⃝	 会員たちは教会や地域におけるどのようなリソースを必要と
しているだろうか，それらのリソースをどのように活用し，共
有すべきだろうか

⃝	 ステークやワードの優先事項を支援するうえで，自立支援活
動をどのように活用できるだろうか（例えば，伝道活動，会員
の再活発化，ヤングシングルアダルト，青少年など）

⃝	 対象地域では，永代教育基金の受給者が卒業し，ローンを返
すのをどのように助けられるだろうか




